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柱の鉄筋に拾った覚えのない鉄筋径が集計されている

部位別集計表などに、拾った覚えのない鉄筋径（特にＤ10）が集計されていることがあります。
原因として、以下のことが考えられます。

（ケース１）基礎柱の仕口部分のフープ筋のが未入力の場合

（原因と対処）

基礎柱のフープは、下図の割付範囲で算出します。

従って、事実上、すべて仕口となるため、（仕口部）に入力する必要があります。

（入力しなかった時は、初期設定値で算出されるため、Ｄ10が算出されることになります）

※Ｆ６キーを押すと、未入力時の初期設定値が確認できます。

Ｄ13が集計されず、代わりに
Ｄ10が集計されている

基礎柱ﾌｰﾌﾟ

割付範囲

基礎柱のフープ筋は、（仕口部）
に入力する
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（ケース２）ダイヤフープ筋が自動で算出された場合

（原因と対処）

計算書で確認すると、ダイヤフープ筋でＤ10が算出されているのがわかります。

①柱リスト画面右上の「全表示」ボタンをクリックします。

②ダイヤフープ筋の入力欄が表示されます。

拾った覚えのないＤ10が集計
されている
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③Ｆ６キーを押して、未入力時の既定値を表示します。

④ダイヤフープが不要であれば、その指示をします。

※規定値の方を変更したい場合

柱基準の画面で変更すると、この物件に対してのみ既定値が変更できます。
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